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1.はじめに
.
1.{.)[蝣'、恥、帖ft
「言語教育課程諭」を構想するために、近代以降のわが国の言語教育がたどっ
てきた歴史的実態を足がかりにするならば、次のように分節することも可能で
Art<!i,,
A生活言語教育課程
B論理言語教育課程
C文学言語教育課程
この言語文化財としての生活言語、論理言語、文字言語のそれぞれについて、
1音声言語・文字言語
2表現・理解
3情報処理・活用
4歴史性・地域性
ア意義・目標
イ領域・題材
り組織(構成)
エ実践(運用)
等の諸側面から考究し、言語文化財を教授・学習材として系統化し、あわせて、
教授・学習過程を構進化していく必要がある。 「言語教育課程論」は、これら
一連の考究を通して、言語教育の体系化をはかる仕事である.
これまでに、「国語教育における地域性の問題」として、上記の仕事の一部
を継続的におこなってきた。本論考の「子どもの文章における地域性」もその
一つである。
1.2.研究の目的
「国語教育における地域性の問題」を考究してきた中で、次のような見通しを
y¥¥-・、たし一つには、国語科教育学と国語科内容学の結び目を作ろうとするo
二つには、理解領域に関していえば、子どもたちが聞いたり、読んだり
することの求心的な内容の一つに、すでに見てきた風土記的な内容のもの
をしっかり位置づけていく。
三つには、表現領域に関しても、子どもたちが話したり、書いたりする
・)
ことの求心的な内容の一つとして、理解領域と同様に、風土記的な内容を
系統的に位置づけていく。 向かうところ、それは、子どもたちの手に成る
「子ども風土記」の仕事になる。 (ここでは、「風土記的な内容」と「地
域性」とは同義に用いている。 )
「子ども風土記」は、地域、風土の生活の実存に足をおろすことを求め
る。 したがって、文章表現の中に、それが、地域、風土のいかなる時処位
でのものであるか、その証拠を示すことを求める。 (「その証拠」のこと
を、以下「地域性のしるし」と呼ぶ。 )
この見通しを受けて、本論考では、児童文集の検討をおこなうものである。
地域性に関する文集の具体的な現実はどうなっているか。 継続に向かって努力
すべき状況にあるのか、開拓に向かって努力すべき状況にあるのか。 その点を、
限られた資料の範囲であるが、明らかにしたい。
この目的から、「子どもの文章における地域性」は、子どもの文章に反映し
ている地域性と、子どもの文章に反映させたい地域性の二つの意味をもつ。
1. 3.研究の塑象豊艶
A白い国の詩編吋ヒ方の児童文集岩手編』(東北電力株式会社、1993.6)
B下中弥三郎編『綴方風土記第二巻東北篇』(平凡社、1952.10)
C日本作文の全編『子ども日本風土記3<岩手>』(岩崎書店、1974.7)
D岩手県小学校国語教育研究全編『文集いわて』Nal3(日本標準、1992. 5)
E西磐井国語教育研究会/一関市・花泉町・平泉町教育委員会編
『やまなみ』第26集低学年(1993. 2)
F西磐井国語教育研究会/一関市・花泉町・平泉町教育委員会編
『やまなみ』第26集高学if-(1993. 2)
対象資料に岩手県の文集を選んだのは、Aの歴史資料の復刻がこの度完了し
たこと、第85回全国大学国語教育学会が岩手県で開催され、シンポジウムのテ
ーマが「風土と言語文化」であったことなどの理由によるoまた、DEFの資
料は、岩手県からの大学院生佐藤久仁子氏によって入手の便を得られたこと、
向時に、その地域性についても確かめやすかったのである。
(なお、学会では、
私は自由研究発表をおこなった。 )
資料は、Aに収録されている最初の文集が、1933年(昭8)のものであるか
ら、60年間をほぼ20年きざみに、通史的に見ていくことができる。
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2.地域性の考察
2. 1. 料Aから1933鑑の子どもの文芸例(旧字・おどり字改、以下同)
まず、高橋啓吾編『白鴎』(宮古小学校尋六、1933.7.15)を取り上げる。
次のは、「大津波」(清水ナカ)の冒頭である。
いっものやうに空を見てねようとしたが、いつもより星がきれいで、ぎ
らぎらとかがやいてゐた。 ぐっすりねていると、がたがたとゆれたので、
何だらうと思って目をさますと、不意にお父さんが「地震だ。 地震だ」と
いって私たちを起したOそして店の戸をかぎではづして「ちゃんと着物を
きろ」といったので着物をきて、マントと帽子を手にとらうとした時、電
気がきえてしまった。 私は「ほうしぼうし」とさけぶと、お父さんは懐中
電燈をよこした。 家がみりみりと、こはれさうだ。 お父さんが「早く出ろ」
といったので、弟ははだしのまま外へにげた0
これは、1933年(昭8)の三陸津波の体験記録である。 こうした災害の記録
は、「地域性のしるし」が明らかである。
この文集・『白鴎』には、そのほか、地域性のしるLをもつ文章として、「宮
古町は何故盛んになってゆくか」/「石器時代の遺物」/「山田線の工事」/
「柔魚(いか)つり」/「商店調一共同制作-」などがある。 「宮古町は
何故盛んになってゆくか」「山田線の工事」には、発展途上の地域のすがたが
活写されている。
次の「水くみ」(菊地エイ)は、会話文において地域性のしるしか顕著であ
る。後半を引く。
父さんがきて風呂をのぞいてし上等上等エイもかせぐやうになったな」
といってはめていった。 私は心の中で喜びながら早くくみ上げてうんとは
められやうと思った0 やがていいあんばいにくみ上げた。 井戸で足を洗ひ
家の中へ入っていったら母さんが「ごほうびだ」といって十銭くれた。 父
さんが外から帰ってきて又風呂を見て「皆エイがくんだのか」「はあ」
「お前ばかりでくんだのではなく、だれかにすけられたベァ」といはれた。
私は「そんでなござんす」といっても仲々ほんとうにしない。 母さんが
「ほんとうでごぜァんす」といふと、父さんは「エイもほんとうに大きく
なったな。 こないだまで小さかったが・--子供が大きくなるのは早いもの
だ」といはれながらうんとはめた。 私はとび上がるほどうれしかった。
(方言には注記があるが省略)
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初めはいやいやながら、しかし、しだいに一生懸命になっていく手伝いの文
章は、現代に至るまでつづいている題材であるoその手伝いの中身と生きた会
話のやりとりが地域性をみちびく。
?
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2. 買料∧/,-一一liM0年のJ'くt'Uu亘章佃
佐々木勇指導『漁村の学習』(上閉伊郡遠野小学校六年、1940.8)は、1940
年(昭15)8月、下閉伊郡織笠小学校で1週間の海浜学校を開設したときのイ
ンタビュ-を中心とした見学記録であるO日次は、次のようになっているo調
査テーマの重なりからして、各部で自由に設定したものと思われる。
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次は、初めの「漁村の生活」の一節である。
漁村の生活をしらべに、漁業組合の方に行った。 組合から七・八軒手前
の家でした。 空地にはいかが沢山「よろひ」にかけてありました。 其所に
は五十近くの人が、いかを見廻ってゐましたので、庄司さんが、
「あの人がこっちへ釆たら間くべし」
といふとクラちゃんが「フン」と言った。 庄司さんが、
「どんな事、先に聞くか相談すべLJ
と言ったので、皆で海浜のノーートを出して相談してゐたら、其の人が来て、
「其の帳面めせらっせえや」
と言ったので、庄司さんが出したら、
「おめさんが書いたのすか、上手だなぁっす」
と言ったので、そのついでに(以下略)
この文章は、文体の混用や「ので」「たら」を繰り返す欠点等はあるものの、
当時の地域の子どもの呼吸や人々の言動を生き生きと伝えてくれている。
2.3. 料Bから19坦年の子ヒ地文董倒
資料Bは、『綴方風土記第二巻東北篤』である。 この風土記は、県別に
とらえることと暮らしのテーマでとらえることの二重性を持っている。 したが
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って、漁村関係のものが、「遠い海で働くひとびと(宮古)」として、宮城県
のところに入っているo
岩手県は、「関東へ炭を送るJ「北上川にそって-村と町-」「水とたたか
う町一一ノ関-」r海ぞいの村と町」「馬をかう村村」という組織になってい
る(日次に脱落かあり、中見出しで補った)0
初めの「関東へ炭を送る」は、「炭焼のじゅんび」「居小屋で」「とれた炭
は」という三つの節で構成されている。 さらに、たとえば「炭焼のじゅんび」
は、「木きり」と「炭だわらをつくる」という小見出しを持ち、それぞれ別の
子どもの文章から成っている。 子どもの文章を編集することによって、炭の生
産過程の始終を語ろうとするもので、一つ一つの文章がいっ書かれたものかは
明らかでない(とりあえず書物の刊行年にしたがう・)0 この書全体が、そうい
う作りになっている。 次のは、「炭焼のじゅんび」の「木きり」(小6木村
松男)の前半の部分である。
につる五つつり炭が声りつうきU父つ
やをつ0寸み三などまたがますがかてぱくLi・と.
ゆ告T'え享「鶴はだまは言雲ははし二三本
父いてもいつ'んりは上くりoてけんるはしん
ここ∴㍉丁・:二∴言∴~二十堯~IK.
き
紺957薄墨墨締溜り
行動や情景をたんねんに書きこんでいる1951年(昭26)の『山びこ学校』
に前後する時期の文章であるo労働によって一つ一つのことを仕上げていく呼
吸が、一文一文をきっちり書かせるのかもしれない。
なお、「水とたたかう町-一ノ関-」の初めの節は、「一九四七(昭和二二)
年の秋」となっており、これは、カスリン台風による災害記録と思われる。 文
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章の臨場感からいって、これらの文章は、その直後のものと見てよい。 1948年
(昭23)には、つづいて岩手県をアイオン台風が襲っている。
この風土記には、地域のことわざ、方言、伝説などを、わずかではあるが、
取り立てており、これも地域性のしるLになる。 ことわざに、「きりの花がき
せつより早くさけは、大漁の前ちょう。 」「きりの花多くさくと大漁。 」など
があり、県花の「キリ」との結びつきを考えさせられる。 また、この風土記に
は、住居「まかりや」の紹介文もある。
2.4.r押C(V)|次昌よぴIJ)7'1恒J't・'、蝣(.'.サ中津TJ
資料Cは、1県1冊の「子ども日本風土記」であるだけに、県単位のきめこ
まかな地域性のしるしかよく表されており、全体が網羅されている。 風土記と
してさらに題材を加えていくにしても、ほとんどは、どれかの事項と結びつく
ものと思われる。 以下は、その見出しである。
l海べのくらし
1美しい海岸とおそろしい津波
2いそかしい漁港
3そだてる漁業
4湾のうめたてと公害
5海底と大空と
2北上山地のくらし
1らく農岩手
2山林に生きる
3高原・たばこ作り・鎧乳洞・
公害
3中央平野のくらし
1変わりゆく農村
2土地と出かせぎ
3歴史と文化の土地
4奥羽山脈がはしるあたり
1岩手山・^幡平
2新しいエネルギー開発
3小岩井と前森集団農場
4不況のあらしにもまれて
5雪と温泉の町
6奥羽山脈ぞいの農業
5わがふるさとの自然と子ども
1冬から春へ
2夏から秋へ
3山のたべもの
岩手県をこのような組織でとらえること、そのこと自体が、地域の特色を表
していると思われる。 他県版と比較すれば、そのことははっきりするであろう。
今後の課題である。
目次の1の4の公害や4の2のエネルギーなど、新しい題材が登場している。
1の4にある「日本一の降下煤じん」(釜石市大平中3年石井弘)の前半
¥'r¥lのMj「∴、
これまで、わたしもふくめて、釜石市民は製鉄所のあるこの町を自慢に
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してきました。 しかし、近頃になって少しこのことに疑問をいだくように
なりました0 (中略)
その第二は公害です。 わたしの家は釜石で一番、降下煤じんの降る松原
町にあります. 昨年までは、月に一キロ平方メ-トルに九十五トンも煤じ
んがふっていたのです。 大型ダンプ十台分のススが毎月頭からふりかけら
れていたのです。
この文章も、厳密には何年に書かれたものかはっきりしない。 いまは、書物
の刊行年にしたがっておく。
4の2のエネルギーは、「松川地熱発電」のことであるが、ほかにも、「気
象ロケット」「山王海ダム」「石漸ダム」「水沢緯度観測所を見学して」の文
章など、近現代の新しい建造物や施設が地域の表情をつくっていく。
5.rmiIA>1二195)2?! c/.> T<L'しの文I一例
作文年次は、やはり書物の刊行年にしたがう。
資料Dからは、次の五つの文章を取り上げる。
「なかよし」(玉山村立薮川小学校一年中くらじゅん子)
「ぼくは九代目」(遠野市立綾織小学校三年及川達寛)
「台風はこわかった」(二戸市立野々上小学校三年三浦弥)
「初めてのさき織り」(遠野市立遠野北小学校四年菊池純)
「私が帰るところ」(遠野市立遠野小学校五年木村牧子)
「なかよし」は、「はるになると、やぶ川ではたくさんの子うしかうまれま
ます。わたしのいえでも五とうのうしかうまれました。 」という書き出しに始
まる。子牛とのくらしを書いた文章である。 「なかよし」とは、その子牛に作
者がつけた名前である。 牛馬に関する文章は、今回の岩手県の資料には休みな
く登場している0
「ぼくは九代目」は、家の歴史といったもので、次のような書きぶりである。
ある日の夕食のことである。
「六代目の長助という人は、とっても字がうめがったんだぞ。 」
夕ごほんを食べながら、おじいちゃんがぼくに話した。 そばで、お父さ
んも、
「そうだったずもな。 」
と、あいづちをうった。 何からそんな話になったのかは、はっきり覚えて
いない。
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話はやがて「ぼくは九代目」となっていくのだが、「おじいちゃんは炭やき。
お父さんは農協につとめている」とあって、家の歴史の中に地域性が位置づけ
られる。
「台風はこわかった」は、「ぼくの家では、リンゴの木がたくさんあり、秋
には、赤くておいしいリンゴがいっぱいとれるが、このリンゴが、ほとんど落
ちてしまった。 」とあるように、地域の産業と1991年秋の台風災害のことを記
している。 不幸なことではあるが、今回の岩手県のどの資料にも自然災害のこ
とが記されている。 自然災害は、岩手県に限らずわが国の風土においては、避
けられないことがらであろう。 もはや、子どもの文章による災害記録史が編め
るのではないか。 災害記録は、何を、どのように記し、どう活かしていくべき
か、その記録の枠組みやありようを明らかにしたいものである。
「初めてのさき織り」は、遠野に昔から伝わる「さき織り」を、クラブで土
地の古老から習った体験記録である。 伝統工芸の世界も、引きつづき記されて
きている。
「私が帰るところ」は、一編がまるで子守り歌を聞くような文章である。
「とてもなっかしくて、とてもせつなくて、とてもあたたかな-0 」
『ふる里は遠野』を歌うたびに、いっも私の心によみがえってくる情景が
あります。 大豆をにる大きなかまど、豆乳のにおい、パチパチというまき
ストーブの音、それらすべてが、久慈のおばあちゃんの家につながります。
行けば、だれかが話しかけてくる村、キツネやウサギのいる裏山、わき水の
おいしさ、おじいちゃんが作る豆ふとできたての豆乳、そして、まきスト-プ、
それらが、しっとりとした筆はこびで書かれ、次のように結ばれている。
私は、これからもいろんな町でくらしていくのでしょうが、心はいっも、
あのなっかしいおばあちゃんの家にかえっていくのだと思います0 豆乳の
においと、まきが燃える音のするおばあちゃんの家に。
風土の何がこのような文章を書かせるのか、地域性の内面的な課題(地域の
こころ)を考えるいとぐちが、ここにはありそうである。 そのこともまた、他
府県の子どもの文章との比較のなかで明らかになると思う。
この資料Dからは、ほかに、資料Cの『子ども日本風土記』に加えていく題
材として、県内各地の風習、風物、交通等を読みとることができる。
2.6.料E Fから1993年の子どもの文章例
これも、作文年次は書物の刊行年にしたがう。
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地域の食品生産「かにばっとう作り」(日形小学校四年小野寺みゆき)の
ことを記した文章の初めと終わりを引く。
「うわぁ。 おいしそうなかにみそ。 早く食べたいな。 」
と、こずえちゃんたちと言いながら、淳君のお父さんがかにのこうらをと
るのを見ていました。 淳君のお父さんの手は、まるでたかのつめのようで、
かにのこうらを、かんたんにとっているのです。 わたしたちも、きっそく
仕事をもらいました。 仕事は、男子がこうらをとったのから、かにみそを
とるのです。 わたしは、「かんたんにとれるにちがいない。 」と、思って
いましたが、やってみると思ったより、むずかしいのです。 生きたかにの
みそをとるのは、こわくて、きんちょうしてきます。
この後、仕事にだんだん慣れてくるようすや日頃と違う男子の姿勢、かにの
すり身とはっとうを熱湯の鍋に入れて「かにばっとう」を作るさまなどが描か
れる。
やっとかにばっとうができました。 わたしは、初めて食べるのでなんだ
かドキドキしました0-口つゆを飲んでみたらかにの味が体中にひろがる
ようでした。
このかにばっとうは、昔から口形地方のごちそうなんだそうです。 淳君
のお父さんの話を聞いて、「北上川のかにはずっとずっと昔から生きてき
たんだな。 」と思いました。
ほかにも、「曲がりネギ」(-一関特産)について書いた文章がある。
貝塚や化石について記した文革も、地域性のしるLを示している。 さらに、
地元の景勝地「願美渓」の清掃について記し、一関市の行事「ジャンプ・アタ
ック教室」や、県主催の体験旅行「青少年ふるさと発見銀河鉄道」に参加した
感想をつづっている。
3.おわりに
3. 1.考察のむすび
岩手県のことをほとんど知らない立場から、いくつかの文集を通して、どれ
くらい岩手県のことを親しみ深く知ることができるかが最大の関心事であった。
それは、子どもの文章がどれだけ地域性を反映しているかを測量することを意
味する。 結果として、上述してきたような豊かさであり、満足できるものであ
ったといえる。 資料としては、その意図(地域性)のもとに編まれた『子ども
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日本風土記3<岩手>』の存在が大きい。
自分の地域をとらえるには、自分の地域を対象化する必要がある。 そして、
とらえたものを他者に伝え、わかってもらおうとする意識や言動(・-表現)が
求められる。 「地域性」(風土記的な内容)は、特別な企画のときだけではな
く、ふだんの文章表現指導の中で、今後も、確かな位置を占めるようでありた
い。そのためにも、地域性の領域・題材の方向を示すマトリックスが必要であ
る。また、それらの領域・題材に応じた表現方法の基本の確立も求められる。
蝣3.2 先行の文例x<. 表′しのと蝣・L.::
今回取り上げた題材を、日本作文の全編『生活綴方文例事典』(明治図書、
1964)の「文例一覧表」と対応させ、今後のマトリックス作りの指針を得てお
きたい。
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今回の「子どもの文章における地域性」は、○印の事項にかかわって、よく
そのしるLを認めることができた。 なお、方言、ことわざ、民話などのために、
教科の国語とは別に、言語・文学の一項がほしいところであるO
*本論考は、第85回全国大学国語教育学会<1993. 10.21、岩手>での口頭
発表をふまえたものである。
一一日-
